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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
の
初
頭
に
あ
た
り
村
議
会
を
代
表
し
て
村

民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
は
我
々
議
会
活
動
に
対
し
ご
支
援
と
激
励

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
一
昨
年
発
足
い
た
し
ま
し
た「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」と
し
て
の
取
り
組
み
で
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ゴ
ミ
の
な
い
村
、花
い
っ
ぱ
い
の
村
の
環
境
づ
く

り
に
村
民
皆
様
の
ご
協
力
で
一
歩
一
歩
進
化
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
そ
れ
に
相
応
し
い
村
づ
く
り
と
な
り
ま
す
よ

う
ご
尽
力
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
四
月
二
十
六
日
に
は
国
道
一
五
二
号
線
新
小
渋
橋
の
竣
工
に
伴
い
、
田
中

知
事
を
迎
え
渡
り
初
め
と
共
に
共
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
本
村
で
は
ま
だ
ま
だ
道
路
改

良
の
促
進
及
び
河
川
改
修
工
事
、
地
す
べ
り
地
域
の
工
事
促
進
等
、
積
極
的
に
推
進
し
災

害
等
に
強
い
地
域
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
国
・
県
に
於
て
も
変
化
の
多
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
八
月
の
県
知
事
選
挙
で
は
田
中
知
事
か
ら
村
井
知
事
誕
生
と
な
り
、
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
出
発
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
政
に
於
い
て
も
小
泉
政
権
か
ら
阿
倍
政
権
へ

と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。
九
月
に
発
足
し
た
阿
倍
新
内
閣
が
初
め
て
臨
ん
だ
第
百

六
十
五
臨
時
国
会
も
十
二
月
十
九
日
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
教
育
基
本
法
、
防
衛
庁

（
省
）
の
昇
格
関
連
法
等
が
成
立
い
た
し
ま
し
た
が
、
内
容
に
於
い
て
は
課
題
を
多
く
残
し

ま
し
た
。

　

特
に
学
校
関
係
で
は
子
供
の
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
、
ま
た
は
親
に
よ
る
幼
い
子
供
へ
の

虐
待
死
、
そ
れ
に
公
人
の
飲
酒
運
転
の
多
発
、
行
政
の
ト
ッ
プ
の
方
々
の
不
祥
事
等
が
多

く
不
可
解
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
そ
の
よ
う
な
年
で
な
い
こ
と
を
特
に
念
願
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
小
規
模
自
治
体
で
は
地
方
交
付
税
の
先
行
の
見
通
し
の
不
安
、
福
祉
・
医
療
・
介

護
・
少
子
高
齢
化
対
策
等
課
題
は
山
積
み
し
て
お
り
、
私
共
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
懸
命
に
進
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
村
民
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
春
を
迎
え
ら
れ
全
村
民
の
皆
様
方
、
ま
た
村
外
で
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
が
、
ご
健
康
ご
多
幸
で
あ
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
国
に
お
き
ま
し
て
は
総
理
大
臣
、
県
に

お
き
ま
し
て
は
知
事
が
代
わ
ら
れ
る
と
い
う
大
き
な
変

動
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

村
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
小
渋
橋
の
落
成
、
有
史
依

頼
初
め
て
の
歌
舞
伎
ド
ラ
マ
映
画
の
ロ
ケ
が
大
磧
神
社
舞
台
及
び
境
内
に
設
定
さ
れ
多
く

の
村
内
外
の
人
々
の
ご
協
力
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
一
昨
年
加
盟
し
た
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
あ
っ
て
は
、
本
年
の
総
会
は
十

月
四
日
大
鹿
村
が
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
当
然
マ
ス
コ

ミ
に
よ
り
全
国
に
報
道
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
多
く
の
人
の
入
り
込
み
が
予
想
さ
れ
こ
れ
ら

の
人
々
に
大
鹿
村
の
産
物
消
費
に
結
び
つ
け
て
行
く
こ
と
と
、
村
民
の
皆
様
方
の
村
内
美

化
へ
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
四
ヶ
月
程
空
い
て
い
ま
し
た
、
鹿
塩
西
地
区
に
あ
り
ま
す
過
疎
対
策
工
場
の
建
物

も
昨
年
十
二
月
に
株
式
会
社
ミ
ヤ
ザ
ワ
と
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
本
年
よ
り
創
業
に

入
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
村
の
人
の
雇
用
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
村
で
は
初
め
て
職
員
の
自
治
会
担
当
制
と
し
て
行
い
始
め
ま
し
た
が
、
村
民
の

皆
様
方
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
苦
し
く
て
も
お
互
い
に
助
け
合
い
明
る
く
住
み
良
い

村
づ
く
り
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
更
に
村
政
に
対
し
倍
旧
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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3 議 会 だ よ り

平
成
十
八
年
度
定
期
監
査
報
告
に

つ
い
て
報　
　

告

一
般
質
問

平
成　

年　

月 　
　
　
　
　

18

12

大
鹿
村
議
会
定
例
会
報
告

付
議
事
件

発　
　

議

く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

組
織
を
考
え
て
い
き
た
い
。
セ
レ

モ
ニ
ー
に
は
歌
舞
伎
の
公
演
を
予

定
し
、打
ち
合
わ
せ
て
い
き
た
い
。

「
松
下　

隆
夫
議
員
」

＊
来
年
度
の
予
算
編
成
の
時
期
を

迎
え
、
財
政
問
題
と
将
来
の
村
の

方
向
に
つ
い
て

（
村
長
）
健
全
財
政
を
保
っ
て
い

る
つ
も
り
で
あ
る
。
来
年
度
の
交

付
税
は
、
減
額
の
方
向
と
思
っ
て

お
り
、
緊
縮
の
方
向
は
変
え
ら
れ

な
い
が
、
雇
用
対
策
、
少
子
化
対

策
な
ど
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
前

向
き
に
考
え
た
い
。

議
案
第
一
号　

大
鹿
村
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
二
号　

大
鹿
村
福
祉
医
療

費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
三
号　

平
成
十
八
年
度
大

鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四

号
）
に
つ
い
て

議
案
第
四
号　

平
成
十
八
年
度
大

鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
五
号　

平
成
十
八
年
度
大

鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
六
号　

平
成
十
八
年
度
大

鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
七
号　

平
成
十
八
年
度
大

鹿
村
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
八
号　

平
成
十
八
年
度
大

鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
九
号　

南
信
地
域
町
村
交

通
災
害
共
済
事
務
組
合
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
十
号　

南
信
州
広
域
連
合

が
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
南

信
州
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
十
一
号　

下
伊
那
自
治
セ

ン
タ
ー
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

議
案
第
十
二
号　

下
伊
那
郡
町
村

公
平
委
員
会
組
合
規
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

議
案
第
十
三
号　

下
伊
那
郡
土
木

技
術
セ
ン
タ
ー
組
合
規
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

議
案
第
十
四
号　

長
野
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
置
に
つ

い
て

請　
　

願

発
議
第
一
号　

道
路
特
定
財
源
を

一
般
財
源
化
な
ど
他
に
転
用
し
な

い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

発
議
第
二
号　

全
国
森
林
環
境
税

の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

発
議
第
三
号　

公
共
工
事
に
お
け

る
建
設
労
働
者
の
適
正
な
労
働
条

件
の
確
保
等
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

発
議
第
四
号　

安
全
・
安
心
の
医

療
と
看
護
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
五
号　

療
養
病
床
の
廃
止

・
削
減
と
患
者
負
担
増
の
中
止
等

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て発
議
第
六
号　

長
野
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
に
運
営
協
議
会

を
設
け
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て

に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
書

○
療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
と
患

者
負
担
増
の
中
止
等
を
求
め
る

請
願
書

○
安
全
・
安
心
の
医
療
と
看
護
の

実
現
を
求
め
る
請
願
書

○
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
運
営
協
議
会
を
設
け
る

請
願

　

十
二
月
大
鹿
村
議
会
定
例
会
が
十
二
月
八
日
か
ら
十
四
日

ま
で
、
七
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
一
件
、

付
議
事
件
十
四
件
、
議
員
発
議
六
件
及
び
請
願
四
件
が
上
程

さ
れ
、
付
議
事
件
と
議
員
発
議
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
を
さ

れ
ま
し
た
。
請
願
は
全
て
採
択
さ
れ
、
議
員
発
議
に
よ
り
意

見
書
が
上
局
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
は
、

二
人
の
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

「
熊
谷　

英
俊
議
員
」

＊
地
域
懇
談
会
の
進
め
方
に
つ
い

て（
村
長
）
各
自
治
会
の
中
で
話
し
合

い
を
し
て
戴
い
た
意
見
に
つ
い
て

今
集
約
中
で
す
。

○
「
公
共
工
事
に
お
け
る
賃
金
等

確
保
法
」（
仮
称
）
の
制
定
な
ど

公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労
働

者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保

　

今
後
、
村
の
計
画
に

盛
り
込
め
る
も
の
盛
り

込
ん
で
い
き
た
い
。
ま

た
今
後
の
話
し
合
い
に

つ
い
て
は
自
治
会
側
か

ら
も
声
を
掛
け
て
い
た

だ
き
い
。

＊
美
し
い
村
連
合
の
来

年
度
総
会
に
つ
い
て

（
村
長
）十
月
四
日
に
総

会
の
会
議
が
行
わ
れ
る

こ
と
は
決
定
し
て
い
る
。

こ
れ
に
取
り
組
む
た
め

に
は
、
企
画
会
議
で
検

討
し
、
例
と
し
て
は
産

業
文
化
祭
の
よ
う
な
多
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県
統
計

県
統
計

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰受

賞
受
賞

　

大
鹿
村
自
治
会
統
計
係
と
し
て
長

年
の
功
績
に
よ
り
、
大
栗
の
近
藤
元

さ
ん
と
河
合
の
菅
沼
源
吾
さ
ん
が
統

計
功
労
者
と
し
て
県
知
事
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

近　

藤　
　
　

元　

さ
ん

（
統
計
功
労
）
受
賞

菅　

沼　

源　

吾　

さ
ん

（
信
州
の
明
日
を
計
る

　
　
　
　
　

統
計
功
労
賞
）
受
賞
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大
鹿
村
で
は
、去
る
十
一
月
十
七
日

に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
七
〇
〇
〇
日

（
昭
和
六
十
二
年
九
月
よ
り
）
を
達
成

し
、十
一
月
二
十
七
日
に
県
知
事
よ
り

長
野
県
交
通
安
全
運
動
推
進
本
部
長

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、長
野
県
内
で
は
売
木
村
一

三
〇
〇
〇
日
、王
滝
村
七
四
〇
〇
日
に

次
ぐ
三
番
目
の
記
録
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、村
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
日

頃
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、安
全
運

転
に
心
掛
け
て
来
ら
れ
た
成
果
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、引
き
続
き
交
通
事
故

を
な
く
し
、交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
一

〇
〇
〇
〇
日
を
達
成
で
き
ま
す
よ
う
村

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

村
が
内
閣
府
か
ら
交
通
安
全
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た

　

十
一
月
二

十
七
日
の
県

表

彰
に
続

き
、
十
二
月

四
日
に
東
京

都
虎
ノ
門
に

あ
り
ま
す

霞
ヶ
関
ビ
ル

に
お
い
て
平

成
十
八
年
度

内
閣
府
の
交

通
安
全
功
労

者
交
通
対
策
本
部
長
表
彰
式
が
行
わ
れ
、個
人
部
門

で
二
十
人
、
団
体
部
門
で
五
団
体
受
賞
し
、
市
区
町

村
の
部
で
本
村
を
含
む
全
国
か
ら
五
つ
の
市
区
町
村

が
受
賞
し
ま
し
た
。
市
区
町
村
の

代
表
と
し
て
本
村
の
中
川
村
長
が

柴
田
内
閣
府
政
策
統
括
官
よ
り
受

け
取
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
受
賞

は
交
通
死
亡
事
故
が
十
九
年
間
も

な
か
っ
た
事
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
普
通
で
は
い
た
だ
け
な
い
表
彰

と
の
こ
と
。
度
重
な
る
受
賞
で
う

れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
村
民
を
は
じ
め
、
小
渋
線

等
を
通
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

の
皆
さ
ん
、
民
間
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
の
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上

に
努
め
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を

更
新
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿
村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
がががががががががががががががががががが
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
をををををををををををををををををををを
授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授
与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与

大
鹿
村
交
通
安
全
協
会
が
感
謝
状
を
授
与

　

十
二
月
二
十
八
日
飯
田
警
察
署
長
よ
り
大
鹿
村

交
通
安
全
協
会
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
内

容
は
、地
域
一
体
型
の
交
通
安
全
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
全
村
民
が
交
通
安
全
意
識

の
向
上
に
努
め
て
十
一
月
十
七
日

に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
記
録
が
七

〇
〇
〇
日
に
達
成
し
、
交
通
死
亡

事
故
抑
止
に
多
大
な
貢
献
を
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
交
通
安
全
協

会
の
活
動
を
推
進

し
て
記
録
が
継
続

す
る
よ
う
会
員
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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���役場職員の給与等を公表します���
■定員の状況

（各年４月１日現在、単位：人）　部門別職員数の状況

対前年増減数職　　員　　数区  分
部  門 18年17年16年18年17年16年

△116 7 7 総 務

一
般
行
政
部
門

2 2 2 税 務

1△16 5 5 農 林

2 2 2 商 工

△12 2 2 土 木

△118 18 18 小  計

△2△27 9 9 民 生

△22 2 2 衛 生

△2△49 11 11 小  計

△2△527 29 29 一般行政  計

△1△14 4 5 教 育特別行
政部門 △1△14 4 5 小  計

△15 5 5 診療所公
営
企
業
等

会
計
部
門

1 1 1 水　 道

1△1△13 2 3 その他

1△1△29 8 9 小  計

△1△2△840 41 43 合     計

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職

者、派遣職員をなどを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。

■人件費の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　（普通会計決算）

人件費率
Ｂ/Ａ（％）

人件費Ｂ
（千円）

歳出額Ａ
（千円）

住民基本台帳人口
（年度末）（人）

区  分

14.8273,3161,851,4461,321１7年度

15.4285,5051,852,5301,361１6年度

■職員給与費の状況

（普通会計一般職員）

計
（千円）

職員手当
（千円）

給　　料
（千円）

職　員　数
（人）

区  分

212,78791,286121,4683318年度

218,59088,549130,00536１７年度

（注）予算に計上された額です。

■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

（１７年４月1日現在）

平均年齢
（歳）

平均給料月額
（円）

区　　分

41.6300,938大 鹿 村
一　般
行政職

44.1346,784長 野 県

40.3329,728国

■特別職の報酬等の状況
（月額）

報　　酬　　（円）給　　料　　（円）

233,000
議 長

685,000
村 長

（205,040）（548,000）

161,000
副議長

592,000
助 役

（141,680）（485,440）

148,000常 任
委員長

519,000
教育長

（133,200）（425,580）

135,000
議 員

（121,500）

上段：条例で定められた月額　
下段：平成１8年度１年間の月額

健康増進施設体験講座参加者募集

　北部地区ふるさと振興協議会では、健康増進を目的に北部地区５町村内にある施設を活用していただくよう

「ちょっと貸してな健康増進いききガイド」を作成し、今月各戸へ配布をしました。

　健康増進のため、是非紹介した施設を活用してみてください。

　また、併せて施設の利用体験をしていただくため、下記のとおり体験講座を開催します。参加希望の方は、役場

保健福祉課までお申込ください。なお、定員になり次第締め切らせていただきます。

定 員講　座　の　内　容講　師実施場所実 施 日 時講座名

２０名
水の特性を生かし、膝、腰に障害のある方、日頃
運動習慣のない方にも無理なく、楽しく筋力アッ
プとリフレッシュができる方法を指導します。

（有）健康サポート

健康運動指導士

小林新一さん

大倉和恵さん

リフレッシュ
タウンまつか
わの里室内
温水プール

平成19年3月1日（木）
14:00～15:00「リフレッシュタウ

ンまつかわの里室
内温泉プール」
体験講座

平成19年3月8日（木）
14:00～15:00

平成19年3月15日（木）
14:00～15:00

１５名
水中ウォーキングをはじめられる方に、一人でで
きるウォーキング方法や水中でのリラクゼーショ
ン方法を紹介します。

高森町社会福祉協議会

健康運動指導士

宮下真由美さん

健康センター
あさぎり

平成19年2月18日(日)
15:30～16:30「健康センターあさ

ぎり温水プール」
体験講座 平成19年2月25日(日)

15:30～16:30

３０名
準備運動と正しいウォーキングのポイントを学ん
だ後、喬木村総合グラウンドを利用してのウォー
キングを行います。

NPO法人オウルプロ

健康運動指導士

酒井浩文さん

喬木第一
小学校体育館

平成19年2月20日(火)
19:00～20:30

「ウォーキング」
体験講座1

３０名
準備運動と正しいウォーキングのポイントを学ん
だ後、豊丘村役場周辺竜東一貫道路を利用しての
ウォーキングを行います。

豊丘村保健
センター

平成19年2月15日(木)
19:00～20:30

「ウォーキング」
体験講座２

＊リフレッシュタウンまつかわの里温水プール（１回５００円）、健康センターあさぎり（１回４００円）の施設利用料は各自負担をお願いします。

（注）国の平均給与月額は、事務職と現業職の平均値のため、県・村の値とは算定

基礎が異なります。
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�����������������������������������
�����������������������������������

確定申告確定申告と納税相談納税相談のお知らせ

◎平成１９年１月１日現在、大鹿村に居住する方で次に該当する方は、大鹿村に『村県民税の申告書』を提出してく

ださい。

○給与所得者で

　・給与所得以外の所得金額が２０万円以下の方

　・２ヶ所以上から給与の支払を受けた方

　・平成１８年中に退職し、その後就職していない方や、アルバイト、パートなどで勤務先から役場に給与支払報告

書の提出がない方

○公的年金収入のみで所得税が源泉徴収されていない方で

　・６５歳以上で年金収入額が１４８万円を超える場合

　・６５歳未満の方で年金収入額が９８万円を超える場合

金額の多少に関わらず上記以外の所得があった方

●税務署に所得税の確定申告が必要な方

���������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������

＊飯田税務署での確定申告及び申告期間は次のとおりです
平成１８年分所得税の確定申告：平成１９年２月１６日（金）～３月１５日（木）
平成１８年分譲与税の申告：平成１９年２月１日（木）～３月１５日（木）

★ただし、土･日曜日、祝日等は閉庁となります。
★所得税の還付申告の方は、1月から提出することができます。

飯田税務署（飯田市高羽町６丁目1番５号　�22-1165）

平成1８年分の所得税の申告と納税は3月15日(木)までです。

●大鹿村に村県民税の申告が必要な方

農業所得の申告は「収支計算」で
●平成18年分の申告から農業所得の申告はすべての方が収支計算となります。

　（＊従来の経費目安による申告はできません）

　先に送付しました「収支計算の手引き」を参考に今から準備をお願いします。

●家事消費のみで販売はない場合（全量家事消費農家の方）は、農業所得の申告は必要ありません。

大鹿村の納税相談は2月1９日（月）～3月15日（木）を予定しています。（＊次頁の大鹿村納税相談日程表をご覧下さい）

◎次の方は、税務署に『所得税の確定申告書』を提出してください

○税務署から確定申告書が送付されている方

○給与所得や退職所得以外の所得が２０万円を超える方

○営業所得、譲渡所得、山林所得のあった方

○雑損控除、医療費控除や住宅借入金等特別控除などで所得税の還付を受ける方

○上記のほか特に相談を希望される方は、直接飯田税務署においてご相談下さるようお願いします

※上記に該当する方は、大鹿村の申告相談会場にお越しいただいても税務署での申告相談をお勧めする場合があり

ます。

●申告、納税が遅れると
　期限内に申告や納税をしなかったり、間違った申告をしますと、後から不足の税を納めるばかりでなく、加算金

や延滞金を納めることになります。

＊なお、配布された村民税・県民税の申告書は所得税に関係のない方でも必ず提出していただきますようお願いし
����������������������������������������������������������������������������������������

ます。
���
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●納税相談に必要なものは次のとおりです。
○村・県民税申告書（事前に配布された申告書）

○印鑑

○農業所得のある方は先に送付した「収支計算の手引」等により、収支内訳をまとめた書類

○営業や不動産所得のある方は、収入、支出のわかる書類

○給与所得者、公的年金受給者は、源泉徴収票または支払証明書

○各種控除証明書、領収書

　（生命保険料、損害保険料、国民健康保険税、国民年金・農業者年金などの保険料、介護保険料、医療費、介

護負担金、寄付金）その他控除に必要な書類

○障害者控除を受ける方は、障害者手帳、その他必要な証明

※必要であるか不明な場合はすべてご持参ください。

大鹿村納税相談日程表
■受付時間　　午前9：00～午後4：00

■日　　程　　下表のとおり（土･日を除く）

自 　治 　会 　割 　当
会　　　　場期　　日

午　　後午　　前

落　　　合大鹿村役場　2階研修会議室月19

2　
　
　

月

＊予　備　日〃火20

下 市 場 一大鹿村交流センター水21

下 市 場 二〃木22

上　市　場〃金23

土24

日25

上　　　蔵大鹿村交流センター月26

沢　　　戸釜沢･清水〃火27

中　　　尾上青木・深ヶ沢〃水28

文満・文満団地〃木1

3　
　
　

月

＊指定日に都合のつかない方下　青　木〃金2

土3

日4

＊予　備　日大鹿村役場　2階研修会議室月5

沢井・入沢井梨　　　原公民館 鹿塩地区館火6

＊指定日に都合のつかない方大　　　栗〃水7

塩　　　河〃木8

西中　　　峰〃金9

土10

日11

塩　　　原北入一・二公民館 鹿塩地区館月12

＊指定日に都合のつかない方河合・南山〃火13

農業青色申告者大鹿村役場　2階研修会議室水14

＊ 予 備 日〃木15

　＊指定日以外の場合はお待ちいただくことがあります。
　＊都合により会場を変更することがあります。
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松本 399 
ま11-78

自動車登録等適正化推進協議会 
事務局　財団法人　自動車検査登録協力会 

電話　03（5542）5101 
http://www.aira.or.jp
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NPO法人やまぼうし自然学校NPO法人やまぼうし自然学校
『2007森林インストラクター養成講座～あなたも森の案内人～』『2007森林インストラクター養成講座～あなたも森の案内人～』

　今、森林や山の自然案内、子どもたちの自然体験活動などが各地で盛んに行われていますが、優れた指導者が不
足しています。やまぼうし自然学校では理論に裏付けられた『実技』を重視した講座を開催して12年になります。
この間、約1000人の方に受講していただき、各地で皆さん活動されています。あなたもぜひ“使える内容”のこの
講座を受講してください。お待ちしています！

１、期　　日 ２００７年 ２月１８日（日）　９：００～１５:００　（長野県林業総合センター）
２、講 座 名 ２００７年森林インストラクター養成講座～あなたも森の案内人～
３、主　　催 NPO法人 やまぼうし自然学校
４、内　　容 ■基調講演「森林・自然学校の現状と森林インストラクターの役割」
 　長野県林務部　小山泰弘氏
 ■試験制度・講座ガイダンス、合格体験記　
 ■アイスブレイクゲーム　NPO法人 やまぼうし自然学校　瑞慶覧明子
 ■講義「日本の森林」NPO法人やまぼうし自然学校代表理事　毛受 俊郎
 第２回目以降は実技を重視、「森林」「林業」「森林内の野外活動」「安全と教育」
 の教科に沿った理論と実技の講座を実施
５、受 講 費 一般 ２５００（資料代、保険料等を含む）／学生￥１５００（資料代、保険料等を含む）　
６、定　　員 １５０名（先着順）
７、申し込み NPO法人やまぼうし自然学校
 TEL 0268－74－2735　FAX 0268－74－2795　E-mail：office@yamaboushi.org
８、〆　　切 ２００７年２月１６日（金）

備考日程・開催地森林インストラクタ－養成講座

開催場所開催日内　　　　　　　容回

長野県林業総合センター(塩尻市)２/１８（日）ガイダンス、試験及び講座の概要、講座体験記
基調講演「森林・自然学校の現状と森林インストラクターの役割」
講師：毛受 俊郎
アイスブレイクゲーム　理論「森林（日本の森林）」

１
国立オリンピック記念青少年総合センター
（東京代々木）※定員120名

２/２５（日）

１日目：あがたの森（松本市）
２日目：あがたの森（松本市）

３/１７（土）
３/１８（日）

1日目：理論「森林（森林の生態）」
　　　　実技「野外活動（ロープワーク）」

２
北トピア（東京都北区）

３/２４（土）
３/２５（日）

2日目：理論「林業（山村と農林業、森林の利用・効用）」
　　　　理論・実技「教育（話法）」

菅平湿原・菅平高原リゾートセンター
菅平環境学習の森・菅平高原リゾートセンター

４/１４（土）
４/１５（日）

1日目：実技「森林（野鳥観察）」理論「教育（森の民俗学）」
３
2日目：実技「森林（土壌）」

５ /１９（土）
CONEリーダー
指定日

１日目：菅平高原・サニアパーク
２日目：東御市・篭ノ登山

５/１９（土）
５/２０（日）

1日目：実技「野外活動（野外ゲーム）」理論「野外活動（野外の危険）」
理論「安全と教育（山の安全）」理論「森林（樹木の分類）」４
2日目：実技「森林（森林観察）」実技「安全と教育（登山）」

１日目：菅平高原
２日目：菅平高原

６/９（土）
６/１０（日）

1日目：理論「林業（経営・施業・森林保全、木材の利用・特用林産物）」・
やまぼうし自然学校インプリ規約説明（１回目）５
2日目：実技「林業（森林整備）」理論「森林（森林関連法規）」

７/７・７/８
CONEリーダー
指定日

１日目：菅平高原
２日目：菅平高原 

７/７（土）
７/８（日）

1日目：理論「野外活動（アウトドア概論・キャンピング）」
　　　　理論・実技「教育（企画の立て方）」６
2日目：実技「野外活動（キャンピング・焚火・ネイチャークラフト）」

6月～8月：体験学習やキャンプなどの補助スタッフとして実習することもできます。

１日目：木曽赤沢保健休養林
２日目：木曽福島森林事務所城山

８/４（土）
８/５（日）

1日目：実技「森林(ヒノキの森観察)」理論「森林・林業（キーワード集）」
７
2日目：理論「森林（森の動物と私たち）」ミニ模擬試験(または城山の散策)

１日目：志賀高原、カヤノ平
２日目：菅平高原 

９/１（土）
９/２（日）

1日目：実技「森林(亜高山帯針葉樹、ブナ林観察)」
８
2日目：実技「森林(森林観察)」各教科ポイントまとめ

１０/１３（土）
CONEリーダー
指定日

１日目：菅平自然体験の森
２日目：真田町

１０/１３（土）
１０/１４（日）

1日目:実技「炭焼き」掻出し･釜ピザ・CONE理念・やまぼうし自然学校インプリ規約説明(2回目)
９
2日目：きのこ狩り&きのこ料理

１日目：戸隠高原
２日目：菅平高原

１１/３（土）
１１/４（日）

1日目：実技「野外活動」蔓とり&蔓細工
10

2日目：2次試験対策セミナー（またはチェンソー安全講習会・薪づくり・ジャンボクラフト）

※指定日に参加されると「自然体験活動リーダー（自然体験活動推進協議会認定）」に登録することができます。
※この講座は「森林インストラクター」資格試験に対応できるレベルの内容となっています。
※講座の実施時刻は各回9：00～16：30の予定です。
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過
疎
対
策
工
場
調
印
式

　

鹿
塩
西
地
区
に
あ
り
ま
す
過
疎

対
策
工
場
が
今
年
６
月
か
ら
空
き

工
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

村
で
は
施
設
の
後
利
用
を
し
て

い
た
だ
け
る
企
業
の
誘
致
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、こ
の
度
、

こ
の
施
設
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る

企
業
が
み
つ
か
り
、
十
二
月
十
二

日
調
印
（
賃
貸
借
契
約
）
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

相
手
方
は
�
ミ
ヤ
ザ
ワ（
宮
澤
安

三
代
表
取
締
役　

本
社
工
場　

南
箕
輪
村
）で
、
精
密
機
械
設
備
そ

の
他
多
く
の
製
品
の
製
造
販
売
を
、

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
ま
で
お
こ

な
っ
て
い
る
県
内
の
優
良
企
業
で

す
。

　

当
過
疎
工
場
で
も
そ
れ
ら
精
密

機
械
設
備
の
製
造
等
に
取
り
組
ま

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
の
地

元
に
お
け
る
商
工
業
の
振
興
や
雇

用
に
大
き
な
効
果
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
事
業
の
益
々
の
発

展
は
も
と
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
け
る
村
内
産
業
の
振
興
の

起
爆
剤
と
な
ら
れ
る
よ
う
今
後
の

事
業
展
開
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

婦人会、自治会、各種団体、いろんなサークルのみなさん！

電気のあれこれについて聞いてみたいことはありませんか？

電気なんでも相談室電気なんでも相談室
～知ってお得な電気のはなし～～知ってお得な電気のはなし～

のご案内　
������������������������������

みなさまのところにお伺いします。（無料）
お気軽にご相談ください。

������������������������������

こんなテーマを用意しています。
●停電時の分電盤操作方法
●電気の安全・上手な使い方
●オール電化のくらし
●電気の各種契約メニューと電気料金
●雷対策　　など
ご希望の内容があればお気軽にご相談ください。

◆対象人数 5名～20名

◆所要時間 30分～1時間30分

◆申込方法 お電話または弊社窓口にて次の内容をご連絡ください。

 ①希望の時期（日時は調整させていただきます）

 ②希望の時間（ご指定の場所へお伺いします）

 ③希望のテーマ（お気軽にご相談ください）

 ④人数

 ⑤代表の方のお名前、住所、電話番号

＜申込先＞

　〒395－8622

　飯田市吾妻町100番地

　　中部電力（株）長野支店飯田営業所　営業一課　「電気なんでも相談室」係

　　電話（0265）22－0944　FAX（0265）22－3549

元元元元元元元元元元旦旦旦旦旦旦旦旦旦旦ママママママママママララララララララララソソソソソソソソソソンンンンンンンンンン・・・・・・・・・・ウウウウウウウウウウォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーキキキキキキキキキキンンンンンンンンンンググググググググググ大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会元旦マラソン・ウォーキング大会

　平成１９年で２７回を迎える元旦マラソンウォーキ

ング大会。

　清々しい朝日のもと、約５０名の方が元気な笑顔

と共に参加されました。

　平成１９年大鹿村消防団出初式が、１月６日に厳粛に挙行

されました。今年一年の無災害を祈念しました。

消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防出出出出出出出出出出初初初初初初初初初初式式式式式式式式式式消防出初式
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～　転出・転入される皆様へ　～

平成１９年4月8日（日）は、長野県議会議員一般選挙の投票日です。

　この選挙で投票できるのは県内の市町村の選挙人名簿に登録されている方です。
　ご都合により４月８日（日）に投票に行けない方は、「期日前投票」制度がご利用いただけます。
　今までお住まいの市町村から転出し、県内の他の市町村へ転入される方は、転出・転入の時期に
よって、投票できる場所が異なりますので、最寄りの選挙管理委員会で確認していただき、お間違え
のないようにしてください。
　旧住所地（登録されている住所地）での投票の場合、旧住所地に行かなくても、事前に投票用紙を
取り寄せるなど所定の手続きをお取りいただければ、新住所地で「不在者投票」ができますので、棄
権せずに投票しましょう。
　なお、旧住所地での投票や新住所地での不在者投票の場合には、市町村長が発行する証明書※が必
要となります。
※証明書とは、「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」をいい、最寄りの市町村で交付を受ける
ことができます。
　ご不明な点がありましたら、お気軽に最寄りの市町村選挙管理委員会又は県選挙管理委員会におた
ずねください。

長野県選挙管理委員会　
市町村選挙管理委員会　

　

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
に
加
盟
し
て
い
る
町
村
の
う

ち
、
徳
島
県
上
勝
町
、
長
野
県
木
曽
町
、
岐
阜
県
白
川
村
か
ら

講
師
を
招
い
て
、
一
月
二
十
九
日
か
ら
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
づ
く
り
」
木
曜
塾
を
開
講
し
ま
す
。

　

伊
那
食
品
工
業（
株
）の
塚
越
会
長
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
場
は
、
い
ず
れ
も
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
。
美
し
い
村
づ

く
り
の
ヒ
ン
ト
が
満
載
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

先
進
的
な
町
村
の
取
組
み
を
学
び
、
大
鹿
村
の
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
づ
く
り
」の
取
組
み
に
活
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○第１回
　１月29日（月）
　午後６時30分から
　伊那食品工業（株）会長
　塚越　寛　氏
「いい村をつくりましょう－美
しいところに人は集まる」

○第２回
　２月８日（木）
　午後６時３０分から
　株式会社いろどり　代表取締役副社長
　横石　知二　氏
「葉っぱとお年寄りが主役の元
気あふれる町・上勝町」

○第３回
　２月15日（木）
　午後６時３０分から
　木曽町役場企画調整課課長補佐
　大目　富美雄　氏
「木曽駒の里　開田高原の景観
形成」

○第４回
　２月22日（木）
　午後６時30分から
　元早稲田大学教授（元白川村教育長）
　柿崎　京一　氏
「住民が守った世界遺産『白川
郷合掌造り集落』」

演題はいずれも仮題です。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
づ
く
り
」木
曜
塾

��������������������������������������������������������������������������������������

備 考
投票場所・選挙権の有無

届出の日 投票
できない

前住所地で投票できる
(旧住所地の選挙区)

新住所地で投票できる
(新住所地の選挙区)

○平成18.12.29以前他の都道府県
から転入
された方転入届を

された方

○平成18.12.30以後

○平成18.12.29以前長野県内の他
の市町村から
転入された方 ○※平成18.12.30以後

※投票する際に、最寄りの市町村が発行する「引き続き長野県内に住所を有する旨の証明書」
が必要です。
　「期日前投票」を行う際にも、証明書が必要になります。
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１月
１月１５日 三種混合予防接種�

１月１６日 空き缶と鉄類の収集

１月２５日 廃プラスチック収集

１月３０日 その他プラスチックの収集

１月３１日 チラシ・雑誌等の収集

１月下旬 埋立てゴミ収集

２月
２月４日 （仮）メタボリック講演会（豊丘）

２月５日 三種混合予防接種�

２月６日 その他紙の収集

２月１０・１１日　映画「Beauty」エキストラ撮影

　　　　　　　（大磧神社）

２月１１日 （仮）認知症講演会（高森）

２月19日～３月15日　納税相談

３月
３月４日 第６代大鹿桜の女王選出大会

３月上旬 公民館クラブ発表会

３月１０日 若者歌舞伎教室発表会（鹿塩地区館）

３月２８日 新聞紙の収集

３月下旬 歩け歩け大会

３月下旬 福祉と健康の集い

３月下旬 埋立てゴミ収集

４月
４月８日 県議会議員選挙

４月中旬 大鹿さくら祭り

４月下旬 育林祭

４月２２日 村議会議員選挙

４月２９日 河川一斉清掃

お
誕
生
お
め
で
と
う

相
澤　
 
春
花 　

（
正
昇
）

は
る
か

 

文
満
団
地

�
西　
 
歩
実 　

（
孝
一
）

あ
ゆ
み

 

文
満
団
地

宮
�　
 
愛
琉 　

（
千
代
恵
）　

上
蔵

あ
い
る

平
成
十
八
年
一
月

 

〜
十
二
月
ま
で

 

（
敬
称
略
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

末
永
く
お
幸
せ
に

筒
井
千
代
子 

（
下
市
場
二
）

高
見
澤　

昇 

（
文　
　

満
）

宮
坂　

浩
二 

（
文
満
団
地
）

阿
部　
　

文 

（
神
奈
川
県
）

������宮
下　

も
と 

　

才
（
河　

合
）

８７

宮
下　

文
男 

　

才
（
上　

蔵
）

８６

松
浦
二
三
子 

　

才
（
塩　

河
）

８６

木
村　

荘
佐 

　

才
（
文　

満
）

９８

内
倉
與
一
郎 

　

才
（
釜　

沢
）

９５

塩
澤　

絹
子 

　

才
（
塩　

河
）

５５

小
林　

保
治 

　

才
（
下
青
木
）

９２

松
澤 

く
ゑ 

　

才
（
上
青
木
）

９１

片
桐　

け
い 

　

才
（
塩　

河
）

８７

堀
田　

藤
人 

　

才
（
上
市
場
）

８０

中
村　

時
夫 

　

才
（
上　

蔵
）

７９

竹
上　
　

治 

　

才
（
下
青
木
）

８９

小
原　

ふ
く 

　

才
（
塩　

河
）

８９

大鹿村では、第六代大鹿く

らの女王を募集しています。

大鹿さくらの女王は２年間

の任期中、各種行事への参加

を通じて村や南信州地域のＰ

Ｒ活動に活躍していただきま

す。

選考会へはご本人の応募は

もちろん、ご家族、お友達、

職場からの推薦などでも結構

です。是非ふるってご応募く

ださい。

■応募資格■
健康で大鹿さくらの女王に相応しい教養を身に付けた１８歳

から３０歳までの未婚の女性で、上・下伊那郡又は飯田市、

駒ヶ根市、伊那市に住所を有する方。

■業　　務■
２年間の任期中、村内の行事（さくら祭り、夏祭り、大鹿

歌舞伎定期公演、中央構造線サイクリング大会、産業文化

祭など）でのイベント補助と地域のＰＲ活動。

■提出書類■
専用の応募用紙に本人が確認できる写真（サービスサイ

ズ）１枚を添えて大鹿村役場産業建設課『大鹿さくらの女

王』募集係まで郵送。

■締め切り■
　平成１９年２月２３日（金）当日の消印有効

■賞 金 等■
　女王選出者には賞金２０万円。（参加者全員に参加賞贈呈）

■選 考 会■
　平成１９年３月４日（日）大鹿村交流センター

　その他詳細については大鹿村役場産業建設課までお問い合

わせください。

山
口　

菊
江 

　

才
（
下
市
場
二
）

７４

菅
沼　

う
た 

　

才
（
河　

合
）

８９

滝
澤
ミ
ホ
エ 

　

才
（
上
市
場
）

８６

木
下　

ひ
さ 

　

才
（
沢　

井
）

９６

平
多　

す
 ゞ

　

才
（
文　

満
）

７３

梶　
　

速
雄 

　

才
（
塩　

河
）

７９

平
島　

秀
雄 

　

才
（
下
青
木
）

８３

上
原　

成
三 

　

才
（
下
青
木
）

４９

柿
本
新
十
郎 

　

才
（
下
市
場
二
）

９７

下
平　
　

勇 

　

才
（
入
沢
井
）

７１

前
田
美
重
子 

　

才
（
中　

峰
）

９９

宮
下
ヒ
ロ
エ 

　

才
（
北
入
二
）

８４

水
谷　

悟
志 

　

才
（
落　

合
）

７６

中
村　

滿
惠 

　

才
（
下
市
場
一
）

８２

本
田　

安
利 

　

才
（
沢　

井
）

８８

本
田　
　

章 

　

才
（
沢　

井
）

６２




